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じ良い年になりますよう

　1月1日仕）、慈眼寺では二年参りに訪れた

人たちが、家族の無病息災、2000年が良い年

になりますようにと祈りながら、除夜の鐘をついてい

ました。
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　蜜塾《｛
、
、

騨
㌧

の

穂荒戊

中里村長

　山本

　
明
け
ま
蔑
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
疋
い
新
春
を

迎
え
、
村
民
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
に
て
夢
多
き
新
春
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
、
お
慶
び
申
蔑
上
げ
ま
す
。
今
年
一
年
が
希
望
に

満
ち
た
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
疋
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

旧
年
中
は
公
私
に
わ
た
り
、
一
方
な
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭
燵
を

賜
り
哀
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
疋
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
も
村
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
本
年

で
十
一
年
目
を
迎
え
ま
蔑
た
。
思
之
ば
無
我
夢
中
の
中
で
十
年

が
過
ぎ
去
っ
た
感
が
い
た
疋
ま
す
が
、
議
員
各
位
を
始
め
、
村

民
の
皆
様
の
ご
協
力
無
疋
で
は
到
底
歩
ん
で
こ
れ
な
か
っ
た
も

の
と
肝
に
命
セ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
に
努
力
を
重
ね
、

誠
心
誠
意
頑
張
る
覚
悟
で
お
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
指
導
を

お
願
い
申
蔓
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
も
依
然
と
《
て
続
く
景
気
低
迷
の
中
、
先
の
見

え
な
い
経
済
情
勢
に
と
も
な
う
不
安
感
に
私
た
ち
が
覆
わ
れ
て

い
る
の
も
ま
た
現
実
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
政
府
に
よ
る

数
次
に
わ
た
る
経
済
再
生
に
向
け
た
施
策
の
展
開
等
に
よ
り
、

そ
の
効
果
は
現
わ
れ
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
雇
用
環
境
が
極
め
て

厳
疋
い
状
況
に
あ
る
な
ど
、
依
然
と
疋
て
厳
蔑
い
経
済
情
勢
に

あ
り
ま
す
が
、
新
た
に
打
ち
出
さ
れ
た
経
済
新
生
対
策
に
留
意

疋
な
が
ら
、
地
方
財
政
の
健
全
化
に
さ
ら
な
る
努
力
を
蔑
て
ま

い
り
ま
す
。

　
今
年
は
地
方
分
権
時
代
の
幕
開
け
の
年
で
あ
り
、
ま
た
、
介

護
保
険
制
度
開
始
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
希
望
あ
る
二
十
一
世

紀
を
生
き
る
、
次
代
を
担
う
若
人
た
ち
が
十
分
な
力
を
発
揮
で

き
る
村
づ
く
り
の
た
め
、
大
き
な
責
務
を
感
セ
て
お
り
ま
す
。

当
村
に
お
い
て
は
、
基
幹
産
業
の
農
業
に
対
疋
て
、
多
く
の
減

反
面
積
が
配
分
と
な
り
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
大
変
な
ご
苦
労
を

お
か
け
い
た
疋
ま
更
た
。
本
年
も
昨
年
同
様
、
厳
疋
い
内
容
で

あ
り
ま
す
。
私
は
「
農
業
と
観
光
の
振
興
」
を
柱
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
疋
た
が
、
今
後
も
よ
り
農
業
基
盤
の
強
化
を
図
る

た
め
に
、
中
山
間
地
域
整
備
事
業
、
棚
田
整
備
事
業
等
の
き
め

細
か
い
事
業
に
も
取
組
み
、
合
わ
せ
て
畑
作
振
興
に
力
を
注
ぐ

つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

　
観
光
に
お
い
て
は
、
清
津
峡
歩
道
ト
ン
ネ
ル
の
入
坑
者
の
た

め
に
、
道
路
改
良
も
進
ん
で
お
り
、
ま
す
ま
す
期
待
で
き
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
合
わ
せ
て
清
田
山
自
然
運
動
公
園
、
七
ツ

釜
並
び
に
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク
、
清
津
ス
キ
i
場
、
雪
街
道

ラ
ピ
ー
ヌ
な
と
改
善
を
加
え
な
が
ら
、
整
備
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
、
ゆ
く
ら
妻
有
の
利
用
は
昨
年
度
も

良
好
で
、
一
今
年
も
一
層
施
設
の
活
用
に
便
を
図
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
信
濃
川
水
系
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
園

地
整
備
構
想
、
信
濃
川
も
の
が
た
り
「
ミ
オ
ン
の
森
」
整
備
推

進
を
図
り
、
今
年
開
催
の
里
創
プ
ラ
ン
大
地
の
芸
術
祭
に
向
け

て
、
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
近
年
の
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
オ
ー
プ
ソ
よ
り
九
か
月
が
経
過
疋
ま
疋
た
。
介
護
保
険
制
度

の
開
始
に
向
け
て
、
介
護
支
援
セ
ン
タ
i
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
活
用
と
合
わ
せ
、
福
祉
の
拠
点
と
疋
て
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
な
か
さ
と
福
祉
会
、
そ
疋
て
行
政
の
三
者

で
連
携
を
密
に
蔑
て
福
祉
行
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
合
わ

せ
て
医
療
の
充
実
を
図
る
べ
く
、
倉
俣
診
療
所
移
転
新
築
以
来
、

一
年
が
経
過
疋
ま
蔑
た
が
、
芋
川
地
内
の
ゆ
く
ら
妻
有
の
温
泉

施
設
と
並
ん
で
お
り
、
一
層
の
利
用
効
果
を
期
待
疋
て
お
り
ま

す
。　

二
十
一
世
紀
の
共
通
の
課
題
は
環
境
問
題
で
す
。
身
近
な
下

水
道
事
業
を
よ
り
推
進
疋
、
か
け
が
え
の
な
い
自
然
と
水
と
緑

を
守
る
た
め
、
環
境
保
全
事
業
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
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な
お
、
下
水
道
は
本
年
で
十
五
集
落
の
供

用
開
始
を
実
現
聖
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
主
要
道
路
の
国
道
、
県
道
改

良
促
進
と
各
地
域
か
ら
要
望
の
多
い
道
路

改
良
、
消
雪
パ
イ
プ
工
事
等
も
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
推
進
を
図
る
つ
も
り
で
お
り

ま
す
。
特
に
、
国
道
三
五
三
号
線
山
崎
・

宮
中
橋
間
の
バ
イ
パ
ス
道
に
つ
い
て
は
、

既
に
県
に
お
い
て
測
量
を
実
施
更
、
県
の

重
点
要
望
路
線
と
更
て
位
置
付
け
ら
れ
て
、

建
設
省
の
新
規
事
業
採
択
に
向
け
、
運
動

展
開
を
強
力
に
蔑
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

国
道
三
五
三
号
線
新
ト
ン
ネ
ル
の
開
削
に

つ
い
て
は
、
期
成
同
盟
会
に
お
い
て
、
一

層
の
運
動
を
展
開
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
村
道
重
地
小
出
線
が
開
通
更
、
今

後
あ
ら
ゆ
る
面
で
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
も
経
済
不
安
は
続
く
も
の

と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
厳
匙
く
、
限
ら
れ

た
財
源
を
最
大
限
に
活
用
疋
て
「
誇
り
と

夢
の
あ
る
中
里
村
」
、
「
美
疋
い
園
地
の
よ

う
な
村
づ
く
り
」
を
目
指
疋
、
決
意
新
た

に
取
り
組
む
所
存
で
す
。
村
議
会
を
始
め
、

村
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
蔓
上
げ
ま
蔑
て
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
更
ま
す
。
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巾

㎜
今
寡
は
辰
睾

⑳弗
轡
十
二
支
中
唯
一
の

巾
中
空
想
の
動
物

中巾
　
十
二
支
の
五
番
目
の
干
支
で
あ
る
辰

巾
（
た
つ
）
は
、
十
二
支
中
の
た
だ
一
つ
の

⑳
空
想
の
動
物
で
す
。
一
般
に
は
「
竜
」

巾伽
と
書
き
、
「
タ
ツ
」
ま
た
は
「
リ
ュ
ウ
」

巾
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
竜
の
伝
説
は
世

巾
界
各
地
に
分
布
し
て
お
り
・
さ
ま
ざ
ま

巾⑳
な
形
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

㈱
　
そ
の
姿
は
、
お
お
む
ね
ヘ
ビ
や
ト
カ

寧
の
よ
う
な
籍
角
奢
っ
た
猛
禽

巾
類
か
猛
獣
の
頭
、
そ
れ
に
翼
を
組
み
ム
ロ

⑳
わ
せ
た
形
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

縣
竜
の
籍
や
役
禦
悪
役
壕
つ
た

㈱
り
、
神
聖
な
動
物
と
し
て
扱
わ
れ
た
り

中
と
、
地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

qD㈱
⇔
世
界
各
地
に
伝
わ
る

㊥巾
　
神
話
の
中
の
竜

㊥巾
　
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
ド
ラ
ゴ
ン

巾
（
d
r
a
g
o
n
）
と
呼
ば
れ
る
竜
。
ヨ

巾
ー
ロ
ッ
パ
の
神
話
で
は
、
暗
黒
の
化
身

串巾
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
英
雄
や
神
々
に
征

巾
伐
さ
れ
る
話
が
残
っ
て
い
ま
す
。

⑳
　
イ
ン
ド
で
は
・
竜
は
ヘ
ビ
を
神
格
化

串巾
し
た
半
蛇
半
神
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま

巾
す
。
雲
を
呼
び
、
雨
を
降
ら
せ
る
カ
が

署
る
と
さ
れ
雨
に
よ
っ
て
五
穀
豊
穣

巾
を
も
た
ら
す
と
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

巾
　
中
国
で
は
竜
は
顧
麟
、
鳳
團
、
亀
と

弗㈱
と
も
に
四
霊
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
竜

⑳
は
淵
に
す
む
神
秘
的
な
動
物
で
、
水
や

⑳
雨
に
関
係
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

㈱㈲
た
、
竜
は
天
才
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
、

、
膨

天
子
の
顔
を
童
顔
な
ど
と
表
現
し
て
い
⑳

ま
し
た
。

轡
水
や
雨
を
つ
か
さ
ど
る

　
竜
神
・
水
神
の
シ
ン
ボ
ル

　
日
本
で
は
竜
は
神
聖
視
さ
れ
て
お
り
、
㊥

古
代
神
話
に
も
竜
が
登
場
し
て
い
ま
す
。
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
摯
ロ
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
に
は
、
巾

ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
の
産
屋
で
の
変
身
を
ヒ
㊥

コ
ホ
ホ
デ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
が
見
る
く
だ
り
巾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

が
あ
り
ま
す
が
、
古
事
記
で
は
八
尋
の
弗

ワ
ニ
に
な
っ
た
と
あ
り
、
日
本
書
紀
に
弗

は
「
竜
と
奮
ぬ
し
と
記
さ
れ
て
い
誌

す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巾

　
ま
た
、
竜
は
雲
を
呼
び
、
雨
を
降
ら
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巾

せ
る
神
と
し
て
＋
ロ
く
か
ら
信
仰
さ
れ
て
巾

お
り
、
日
本
各
地
に
竜
神
・
水
神
と
し
串

て
残
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巾

φ
困
難
を
乗
り
越
え
て
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
躍
進
す
る
年
へ
　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巾

　
「
竜
し
の
つ
く
言
葉
で
は
、
「
竜
頭
蛇
中

尾
」
「
画
竜
点
晴
」
「
登
竜
門
」
な
ど
、
中

中
国
の
古
事
に
由
来
す
る
言
葉
が
よ
く
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巾

知
ら
れ
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
「
登
竜
門
」
は
、
黄
河
上
流
の
急
流
の
㈱

峡
公
二
婁
の
ぼ
り
き
っ
た
魚
が
竜
聯

に
変
わ
っ
た
と
い
う
伝
説
か
ら
、
成
功
の

へ
の
一
歩
と
な
る
難
関
と
い
う
意
味
が
q
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

あ
り
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
㈱

　
辰
年
に
あ
や
か
っ
て
、
今
年
は
難
関
㈱

を
突
破
し
、
飛
躍
の
年
に
し
て
い
き
た
巾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

い
で
す
ね
．
　
　
　
　
　
　
㈱
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〈
田
沢
小
5
年

高
橋
一
誠
く
ん

1999年よりも2000年にもっと

スキーをがんばりたいです。

2000年は素直な自分をみんな

に見てもらいたい。

〉
田
沢
小
6
年

吉
楽
佳
代
子
さ
ん

甕

〉
田
沢
小
5
年

阿
部
正
宏
く
ん

皿
め
み
　
　
く
田
沢
小
只

…
う
て
　
　
太
島

」
を
け

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
“
F
繍

老
ら
　
欝

・
イ
に
。

・
と
大
で

　ワ

一
友
て
た

〈
田
沢
小
5
年

太
島
梓
織
さ
ん

ぼくはデジモンを全部究極体

にしたいです。

1
◎

　ついに西暦2000年を迎えました。

この記念すべき年に、何か思い出に

残る事をするとしたら、あなたなら

いったい何をしますか？と村内の辰

年の小学生66人に聞いてみました。

　皆さんなら、どんな事をしてみま

すか？

〈
田
沢
小
5
年

上
原
眞
嗣
く
ん

家族みんなで、写真をとる。

〈
田
沢
小
5
年

樋
ロ
紗
希
さ
ん

福岡県に小さいころ行ったこ

とがあるけど、もう一度行き

たいです・　　　i

◆ 9
，

〉
倉
俣
小
5
年

桑
原
早
苗
さ
ん

家族みんなで積立てをして、

一緒に旅行に行きたいです。

何か、みんなのびっくりする

ような物を作って、みんなを

驚かせたいです。

》
清
津
峡
小
5
年

藤
ノ
木
涼
太
く
ん

中学校に進学する年。勉強を

がんばりたい。

〉
貝
野
小
6
年
　
　
　
　
　
　
学
を
る
一

渡
辺
由
貴
さ
ん
中
活
と
…

『
を
　
　
　
　
く
田
沢
小
6
年

…
強
　
　
桑
原
美
奈
さ
ん

〉
貝
野
小
5
年

村
山
陽
輔
く
ん

ぼくはサッカー部です。2000

年の大会では、優勝したいで
す。

中学校に行ったら、勉強や部

活をがんばり、テストで100点

とるぞ！

2000年になったら、野球の大

会で春・夏・秋、全部優勝し

たい。

〉
田
沢
小
5
年

廣
田
大
理
く
ん

ぼくは誰の力もかりず、一人

で自分の犬の小屋を作りたい

です。

〉
高
道
山
小
5
年

樋
ロ
　
　
卓
く
ん

〉
田
沢
小
6
年

樋
ロ
直
幸
く
ん

2000年のホワイトクリスマス

を無事にむかえて、サンタさ

んに会ってみたいです。1

どんな本でもいいから、一か

月に2000ページ以上読む。

〉
田
沢
小
5
年

桐
生
彩
花
さ
ん

》
倉
俣
小
6
年

鈴
木
有
香
さ
ん

自由の女神とツーショット。

無理だったらパチ公と写真を

とりたい。

4



〈
貝
野
小
5
年

中
島
有
基
く
ん

自分が生まれた辰年だから、

2000年のはんこを作って記念

にしたいです。

〉
清
津
峡
小
5
年

鈴
木
翔
子
さ
ん

》
田
沢
小
5
年

井
ノ
川
　
健
く
ん

》
田
沢
小
5
年

村
山
ゆ
り
か
さ
ん

プロのサ嬰カー選手と対戦棲

て、最後薩全員からサイシを

もらいた』麟。

いろいるな遊びや、いろいろ

なスポーツをしてみたい。

難

2000年には、食べたいものを

たくさん食べてすごしたいで
す。

ほかの学校の人と、たくさん

の友だちをつくりたいです。

N　〆

〈
田
沢
小
5
年

富
井
奈
央
さ
ん

〉
貝
野
小
5
年

吉
田
奈
緒
美
さ
ん

2000年には、大をかって一緒

に運動してやせたいです。

00

》
田
沢
小
6
年

樋
ロ
良
世
く
ん

ぼくiは漢字が苦手だから、漢

字蒼がんぱりたいでず。

20⑧0年にな蓼たら惨蔑とき」の

石像を毎年作ってみ彪い。

〈
田
沢
小
5
年

服
部
匡
希
く
ん

〈
田
沢
小
5
年

田
中
康
平
く
ん

ぽく隊、カー欝とビーダマを

盒わせで2000個集めたい。

2000年に、友達を今より多く

つくりたいです．

一人1で世界一周してみたいで

す。

》
田
沢
小
5
年

樋
O
雄
仁
く
ん

く
田
沢
小
5
年

富
井
　
　
愛
さ
ん

議

〉
貝
野
小
5
年

南
雲
友
美
さ
ん

2000年には、オウムを買えた

らかいたいので、お金をため

たい。

思い出に残したいことは、友

達みんなと、どこかに旅行に

行きたいです。

2⑧00奪1蓬二なっ嚢三ら、　ガNま（ら

どか雪だるまを協っぱい作り

だい。

〉
貝
野
小
5
年

南
雲
裕
樹
く
ん

く
倉
俣
小
5
年
．

桑
原
萌
美
さ
ん

〈
田
沢
小
5
年

廣
田
真
寿
美
さ
ん

〈
田
沢
小
5
年

瀧
澤
公
則
く
ん

2000羽折り鶴を作って、七川

荘の人たちにあげる。

2000年の最後に除夜の鐘をつ

きたい。
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▼田沢小5年

村山菜美さん

、鍵糞謹饗、総睡〉
田
沢
小
5
年

村
山
真
大
く
ん

　　　丁

厩L＿＿

∞∞
繍
翻
雛
臨
轡

　
　
《

　
　
懸蕊

懸

醸羅襲蒸羅熱
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聯

▲田沢小5年
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〉
高
道
山
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南
雲
明
宏
く
ん
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▼倉俣小5年

鈴木絵里香さん

▲貝野小5年

井ノ川美里さん

藤2蕃あ凱
野りたいと思いヂ

　
　
　
　
　
　
　
㌧
〆
ト
ー

藺
關
四
麟
讐

繍醐麟騨　
　
　
㌦

　　　　㌧一・
▲田沢小5年

富井貴英くん

く」縫三嚢謝
態ヤりたい砥

▲貝野小5年

羽鳥奈津紀さん

田沢小5年

星野知子さん

　

耀
饗
懸
隣

灘聯　
颪
鑓
灘

　
麹
還
灘

　
饗
　
・
薫

　
駐
蒸
翁

　
鷹
麟
繕

　
難
馨
薩

　
o
o
勝
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麗
優
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講
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畷
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犠

《隊み灘麟饗、宰狸婆織

無類野球嶽雀楽じ儲醒趨

愚た薩奪載。

笈轡∞∞蹴　夢
穐

難

〈
清
津
峡
小
5
年

山
本
　
　
稔
く
ん

〉
田
沢
小
5
年

上
原
淳

一
く
ん

　　　　　ゆ
▲倉俣小5年

大島奈穂美さん

（
閣
…
翻
鋼
｝

　
　
　
　
　
　
筆

　
　
　
　
ん

　
　
　
　
さ

　
　
　
　
美

　
　
年
恵

　
　
5

　
　
小
林

　
　
沢
、

　
　
田
パ
｝

　
　
▼

〈
田
沢
小
5
年

池
田

響象沙．．＿．鱒一一麟．

　　　　　　　縁難部　繍
　　　　　　　織灘、＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿翻

　
　
　
　
　
　
　
し
〆
酔

へ謎彊

馴
し
て
今
年
鎚
ン

戸
紅
蔭
詫
粧
整
獣
礁
r
ー
じ
㌧
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カ
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沢
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珊
月

毒
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〈
田
沢
小
5
年

　
　
　
　
　
　
　
山
本
有
虫
貝
さ
ん

糊閥
¢　

）

ゆ

▲田沢小5年

小柳美香さん

　
諭も

（
磯

鋤

穿
　
　
・
．
．

㌻　
ゼな

▲田沢小5年

服部拓美くん

醸講騨醗縫鷺難轟§韓

講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝

犠
韓
譲
傭
灘
嚢
舞
ツ

、講綻、

較
㈱
緯
結
駿
鞭
欝
℃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲

叢

護徽鰯徽嚇確貿聯顯鱗鎌繍曙雛灘羅㍉

欝麟義ってかう、1
覧＿＿、＿＿蔭轡ン

▲清津峡小5年

山本健太くん

〈
目
ハ
野
小
5
年

林
　
　
　
　
大
く
ん

コぢ　　　　むだ　　　ド　　ぽぬ　　　　　モのだ　きち　

辮讐族旅行蓬羅1

糠蝋＿灘掘＿一痴一響轡鰯騨

曜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謹
難
灘
麗

曲躍

鋼剛曽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

▲貝野小5年

羽鳥実可子さん

辮幽欄鰹縣欄灘灘郷灘海麟欄欄、
12000年を記念して、和l
l菓子を作りたい。　　　　　1

㌦＿講＿一織＿＿一＿，＿ノ
　　藏へ欝轟惣当昌
　　〉　穫、

樋田　“
　　沢

剛
く
ん

んく
即
王

ツ’、〆

▲貝野小5年

　高橋

命翻

欄U

▼田沢小5年

樋ロ大介くん

▲田沢小6年

飯塚干春さん

瓶
慧
韓
鷺
－
馨
㌦
欝
－
き
錘
慧
ー
ー
ー
攣
ワ

礁
騰
睡
躍
懸

∩
翻
瑠
剃
∪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟹

▼田沢小5年

高野麻衣さん

〈
田
沢
小
6
年

上
原
健
太
郎
く
ん

1るあ纏馨鋤
盈壌盛＿＿＿＿ノ

　
　
し

　
　
て

〆ー

ー

薩羅欝羅籔撫
灘灘　霧一1
魑、＿＿滋ン

〈
田
沢
小
6
年

上
原
理
恵
さ
ん
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獄
雛

懸灘灘

溌
灘
．
鑓

　
1
2
月
2
2
日
㈱
、
南
保
育
園
に
子
ど

も
た
ち
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い
っ
ぱ

い
抱
え
た
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
火
を
灯
し
た
小
さ
な

キ
ャ
ン
ド
ル
を
手
に
持
ち
「
良
い
子

に
な
り
ま
す
。
給
食
を
た
く
さ
ん
食

べ
ま
す
」
と
誓
い
を
立
て
た
後
、
大

》
サ
ン
タ
さ
ん
来
て
く
だ
さ
い

▲メリークリスマス！

き
な
声
で
サ
ン
タ
さ
ん
を
呼
び
ま
し

た
。
す
る
と
、
鈴
の
音
が
鳴
り
響
き
、

大
き
な
袋
を
抱
え
た
サ
ン
タ
さ
ん
が

現
わ
れ
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
と
て

も
嬉
し
そ
う
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら

う
と
、
サ
ン
タ
さ
ん
へ
お
返
し
に
歌

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
、
最
後
に
大

き
な
声
で
「
来
年
も
来
て
く
だ
さ
い

ね
」
と
お
願
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
1
2
月
6
日
㈲
、
新
し
く
な
っ
た
貝

野
郵
便
局
が
開
局
し
、
貝
野
保
育
園

の
園
児
た
ち
が
初
投
函
を
行
い
ま
し

た
。　

開
局
に
先
立
ち
、
大
倉
貝
野
郵
便

局
長
は
「
お
陰
様
を
持
ち
ま
し
て
よ

う
や
く
貝
野
郵
便
局
が
完
成
し
ま
し

た
。
今
ま
で
以
上
に
私
ど
も
地
域
に

親
し
ま
れ
る
郵
便
局
づ
く
り
に
努
め

て
参
り
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
騒
，

　
　
　
、
灘
擁
撰
騨
麟
蓬
．

辮

▲関係者によるテープカット

　
こ
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は
中
里
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
が
扮
し
て
い

る
も
の
で
、
2
1
日
か
ら
2
4
日
に
か
け

て
、
村
内
の
全
保
育
園
を
訪
れ
、
園

児
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
、
園
児
に
よ
る
く
す
玉
割
り
、

お
祝
い
の
歌
な
ど
が
行
わ
れ
た
後
、

園
児
た
ち
が
、
友
達
や
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
宛
て
た
は

叢濾〉
開
局
お
め
で
と
う

が
き
を
ポ
ス
ト
に
初
投
函
し
ま
し
た
。

ま
た
、
開
局
記
念
の
真
っ
赤
な
ポ
ス

ト
の
貯
金
箱
が
配
ら
れ
、
園
児
た
ち

は
「
お
年
玉
や
お
こ
ず
か
い
を
一
杯

貯
金
す
る
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
灘
講
懸
’

欝
幾
生
命
融
濃
．

繋
椅
子
贈
塁
．

　
1
2
月
1
3
日
㈲
、
日
本
生
命
津
南
支

所
よ
り
、
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
も

ら
い
た
い
と
、
車
椅
子
1
台
が
田
中

支
所
長
か
ら
村
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
車
椅
子
は
、
9
月
2
3
日
（
秋

分
の
日
）
に
津
南
町
で
行
わ
れ
た
彼

岸
市
の
チ
ャ
リ
テ
イ
ー
バ
ザ
ー
の
収

益
金
で
購
入
し
た
も
の
で
す
。

欝
．
雛

　
縄
！〉

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

　
に
届
く
か
な

〉
車
椅
子
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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灘
馨
も
は
濃
灘
、

鞭
懸
い
手

　
1
2
月
3
日
團
、
家
庭
教
育
「
子
ど

も
は
未
来
の
担
い
手
」
と
題
し
、
岡

田
忠
男
東
洋
大
学
名
誉
教
授
を
講
師

に
迎
え
、
第
6
回
の
な
か
さ
と
ト
キ

メ
キ
大
学
が
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
岡
田
教
授
は
「
子
ど
も
に
対
す
る

愛
情
が
ゆ
が
ん
だ
形
で
出
た
り
、
‘
子

ど
も
が
愛
し
い
あ
ま
り
、
過
保
護
に

な
っ
て
は
い
け
な
い
。
子
ど
も
の
気

持
ち
を
察
し
、
理
解
す
る
よ
う
努
め

る
こ
と
が
大
事
。
知
育
優
先
の
考
え

を
改
め
る
。
人
間
関
係
で
つ
ま
づ
か

な
い
よ
う
に
、
よ
い
友
達
、
先
輩
、

先
生
を
見
つ
け
な
さ
い
。
子
ど
も
を

他
人
と
比
較
し
な
い
。
親
は
こ
れ
か

ら
の
時
代
が
ど
う
な
っ
て
い
く
か
よ

く
見
極
め
る
こ
と
が
大
事
」
な
ど
と
、

講
演
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
講
演
終
了
後
、
ト
キ
メ
キ

大
学
の
閉
校
式
が
行
わ
れ
、
富
井
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
禰

鍼
．
翻
慈
縷
鎌
鑛

〉
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
の
講
演

灘
鐵
欝
を
回
り
、

　
　
　
簸
酒
運
転
追
放
を
呼
雛
纏
灘

12

月
1
0
日
團
、
n
日
か
ら

始
ま
る
年
末
の
交
通
事
故
防
、

止
運
動
を
前
に
、
交
通
安
全

協
会
、
飲
食
店
組
合
代
表
、

十
日
町
警
察
署
の
皆
さ
ん
で
、

村
内
2
2
軒
の
飲
食
店
を
回
り
、

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
配
り

な
が
ら
飲
酒
運
転
の
追
放
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

〉
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
る
な
ら
飲
む
な

育
長
は
「
来
年
も
皆
さ
ん
の
要
望
を

お
聞
き
し
な
が
ら
、
実
施
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
U

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲

　
12
月
1
1
日
㈹
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で

「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」
が
行
な
わ
れ
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
絵
本
の
お
話

な
ど
を
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
　
　
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
を
対
象
に
U

　
こ
の
「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」
は
、
平
　
　
モ
ー
ル
や
各
地
区
の
公
民
館
な
ど
で

成
9
年
か
ら
活
動
を
開
始
し
、
4
月
　
　
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
日

か
ら
12
月
ま
で
の
偶
数
月
に
保
育
園
　
　
は
5
0
人
ほ
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま

獺
饗
懸
込
め
て
、
初
藩
鐵
灘

　
1
月
3
日
㈲
、
田
沢
小
学
校
体
育

館
で
、
田
沢
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
皆
さ
ん
が
初
稽
古
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
十
日
町
、
川
治
、
津

南
、
中
里
の
剣
友
会
の
皆
さ
ん
を
交

え
て
合
同
稽
古
、
基
本
練
習
、
紅
白
・

戦
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

大
き
な
声
で
気
合
を
入
れ
な
が
ら
、

新
年
の
初
稽
古
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
稽
古
終
了
後
は
、
皆
で
順
番

に
杵
を
持
っ
て
餅
つ
き
を
行
な
い
、

つ
き
た
て
の
餅
に
黄
な
粉
や
あ
ん
こ

を
ま
ぶ
し
て
、
お
い
し
そ
う
に
食
べ

て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
、
〉
気
合
を
込
め
て
メ
～
ン
！

り
、
火
の
神
、
火
の
守
が
現
わ
れ
て

の
キ
ャ
ン
ド
ル
フ
ァ
イ
ア
ー
、
三
冊

の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
の
会
長
、
池
田

周
子
さ
ん
は
「
昔
は
寝
る
前
に
お
母

さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
が
昔
話
や
本
を

読
ん
だ
り
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
今

は
そ
う
い
っ
た
お
母
さ
ん
た
ち
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち

に
昔
話
や
本
を
読
む
楽
し
さ
を
伝
え

て
行
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
一
緒
に

活
動
し
て
く
れ
る
仲
間
が
増
え
て
く

れ
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　　灘難

〉
う
ま
く
つ
け
た
か
な
？
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こ
ん
な
季
節
料
理
は
い
か
が
で
す
か

　
冬
至
も
過
ぎ
て
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
煮
物
に
　
　
　
　
　
　
　
　
謙

も
ち
ょ
っ
と
飽
き
た
と
い
う
方
￥
こ
ん
な

か
ぼ
ち
ゃ
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
い
う
こ
と
で
、
ム
フ
回
は
、
「
か
ぼ
ち
ゃ
の

水
よ
う
か
ん
し
の
作
り
－
万
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
作
り
方

①
器
に
水
60
㏄
を
入
れ
、
そ
の
中
に
粉
ゼ

　
ラ
チ
ン
2
0
9
を
ふ
り
入
れ
、
し
と
ら
せ

　
て
お
＜
。

②
か
ぼ
ち
ゃ
は
皮
を
む
き
、

　
る
ま
で
如
で
る
。
如
で
あ
が
っ
た
ら
、

　
す
る
。

蕪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
種
を
取
っ
て
2
～
3
㎝
角
に
切
り
、
軟
ら
か
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
切
り
を
し
て
熱
い
う
ち
に
裏
ご
し

③
厚
手
の
鍋
に
水
／
0
0
㏄
と
コ
ン
デ
ン
ス
ミ
ル
ク
ー
4
0
㏄
を
入
れ
、
よ
く

　
混
ぜ
な
が
ら
温
め
る
．

④
し
と
ら
せ
て
お
い
た
ゼ
ラ
チ
ン
を
湯
せ
ん
に
か
け
、
溶
け
た
ら
鍋
に
加
え
る
。

⑤
そ
の
中
に
裏
ご
し
し
た
か
ぼ
ち
ゃ
を
入
れ
、
よ
く
混
ぜ
く
一
ロ
わ
せ
る
。
粗
熱
を

　
と
り
．
水
に
ぬ
ら
し
た
流
し
箱
に
流
し
入
れ
、
冷
蔵
庫
で
冷
ま
し
固
め
る
。

⑥
固
ま
っ
た
ら
型
か
ら
出
し
、
好
き
な
形
に
切
っ
て
、
パ
セ
リ
を
添
え
て
出
来

　
上
が
り
。

★
「
か
ぽ
ち
ゃ
の
水
よ
う
か
ん
し
を
お
い
じ
く
食
ぺ
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
雲
さ
ん
か
ら
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

・
裏
ご
し
は
、
目
の
粗
い
ざ
る
や
味
噌
こ
し
な
ど
で
十
分
で
す
。

・
流
し
箱
に
入
れ
る
時
、
粗
熱
を
と
っ
て
お
か
な
い
と
、
二
層
に
分
離
す
る
の

　
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
急
ぐ
時
な
ど
．
ゼ
ラ
チ
ン
は
熱
湯
ま
た
は
レ
ン
ジ
を
使
っ
て
（
2
0
～
30
秒
）

　
溶
か
す
と
早
く
出
来
ま
す
。

・
冷
蔵
庫
の
中
が
い
っ
ぱ
い
で
冷
す
余
裕
が
な
い
時
、
ム
フ
の
時
期
、
雪
を
使
っ

　
て
固
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
バ
ッ
ト
の
中
に
雪
と
水
を
入
れ
割
り
箸
を
置

　
き
、
そ
の
上
に
流
し
箱
を
置
き
ま
す
。
上
か
ら
鍋
の
蓋
な
ど
で
覆
う
と
下
か

　
ら
の
冷
気
が
逃
げ
ず
早
く
固
ま
り
ま
す
。

こ
ぶ
し
会

　
　
南
雲
博
子
さ
ん
（
芋
川
）

◆
η
か
ぽ
ち
勲
の
水
よ
う
か
漏
に

　
　
　
　
　
　
　
　
に
蓼
い
で
奮
冨

　
か
ぼ
ち
ゃ
は
栄
養
価
が
高
＜
、
子

供
の
お
や
つ
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。
子

供
に
は
い
ろ
い
ろ
な
形
に
切
り
抜
い

て
、
飾
り
付
け
の
パ
セ
リ
の
替
わ
り

に
、
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
で
飾
る
と

喜
び
ま
す
。
と
て
も
簡
単
な
の
で
、

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

◆
コ
か
ぽ
ち
ゃ
の
水
よ
う
か
ん
し

　
　
　
の
材
響
（
流
轡
箱
一
燭
鐘
）

　
・
か
ぼ
ち
ゃ
…
…
－
…
3
0
0
g

｛
一
粉
雄
、
フ
挿
訣
鰐

査
コ
柁
丁
憲
、
沸
汐
晶
盤

　
・
パ
セ
リ
…
…
…
…
…
…
・
－
少
々

▲ホイップクリームをのせると
　　　　　　　子どもも喜んで食べます

　
【
書
　
　
名
　
・
　
著
者
名
な
ど
】

m
刀
（
緊
急
救
命
室
）

　
　
1
1
3
オ
ー
ル
フ
ァ
イ
ル

　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
・
ビ
ン
ス

　
　
　
　
　
マ
ー
ク
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

庭
仕
事
の
愉
し
み

　
　
　
　
　
　
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ

母
を
た
ず
ね
て
三
干
里

　
エ
ド
モ
ン
ド
・
デ
・
ア
ミ
ー
チ
ス

ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ

　
　
　
　
　
　
ヨ
ハ
ン
ナ
・
ス
ピ
リ

月
夜
の
キ
ノ
コ
　
い
わ
む
ら
か
ず
お

ふ
し
ぎ
の
海
の
ナ
デ
ィ
ア
　
上
・
下

赤
毛
の
ア
ン

　
　
　
　
　
ル
ー
シ
・
モ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
・
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ

長
靴
を
は
い
た
猫

　
　
　
　
　
　
シ
ヤ
ル
ル
・
ペ
ロ
i

太
陽
の
王
子
ホ
ル
ス
の
大
冒
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
畑
勲

セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
　
宮
沢
賢
治

橋
を
か
け
る
　
　
　
　
　
　
　
皇
后

発
掘
！
あ
る
あ
る
大
事
典

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
野
あ
る
三

発
掘
！
あ
る
あ
る
大
事
典
2

　
　
　
関
西
テ
レ
ビ
放
送
株
式
会
社

ギ
リ
シ
ャ
神
話
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
刀
田
高

名
画
の
な
か
の
家
族

　
　
　
　
　
コ
リ
ー
ン
・
キ
ャ
ロ
ル

暗
雲
　
上
・
下
　
　
　
　
生
島
治
郎

マ
ン
ガ
日
本
の
歴
史
2
～
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
森
章
太
郎

パ
ソ
コ
ン
の
パ
の
字
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
サ
ト
ウ
サ
ン
ペ
イ

小
中
学
生
読
書
感
想
文
集
　
3
3
集

O
「
■
コ
パ
の
一
週
間
で

　
運
が
よ
く
な
る
風
水
　
小
林
祥
晃

お
金
の
こ
と
で
く
よ
く
よ
す
る
な
！

　
　
　
リ
チ
ヤ
ー
ド
・
カ
ー
ル
ソ
ン

日
本
史
再
検
討
3
　
　
　
井
沢
元
彦

日
本
史
鑑
定
　
　
　
　
　
高
橋
克
彦

〈
日
本
書
紀
〉
は

　
　
　
　
な
に
を
隠
し
て
き
た
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
山
美
都
男

還
ら
ざ
る
者
た
ち
　
　
　
中
村
彰
彦

古
墳
時
代
須
恵
器
の
生
産
と
流
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
浩

日
本
の
近
代
1
0
　
　
　
　
　
伊
藤
隆

幕
末
・
京
大
坂
歴
史
の
旅
　
松
浦
玲

今
日
は
お
墓
参
り
　
　
　
川
本
三
郎

国
家
な
る
幻
影
　
　
　
石
原
慎
太
郎

私
、
オ
ジ
サ
ン
の
味
方
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
里
紗

定
年
後
　
　
　
　
岩
波
書
店
編
集
部

女
性
学
の
挑
戦
　
　
　
　
金
井
淑
子

子
ど
も
た
ち
の
生
と
死
　
芹
沢
俊
介

13

歳
論
　
　
　
　
　
　
　
村
瀬
学

ド
ラ
え
も
ん
　
上
・
下

　
　
　
　
　
　
藤
子
・
F
・
不
二
雄

ハ
ム
レ
ッ
ト
は
し
な
や
か
に
舞
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
染
五
郎

元
・
巨
人
　
　
　
　
　
　
矢
崎
良
一

〈
縁
切
り
荘
〉
の
花
嫁
　
　
赤
川
次
郎

10



今
舘
搬
籔
鍛
鐵
鐡
叢
術

祭
』
の
鯖
鞭
灘
飛

◆
会
期
は
7
月
2
0
日
～

　
　
9
月
1
0
日
の
5
3
日
間

　
里
創
プ
ラ
ン
の
メ
イ
ン
事
業
と
し

て
、
5
年
近
く
準
備
を
進
め
て
き
た

「
大
地
の
芸
術
祭
・
越
後
妻
有
ア
ー

ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
0
0
」
開

催
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
大
地
の
芸
術
祭
は
、
期
間
ま
で
に

制
作
さ
れ
展
示
さ
れ
る
ア
ー
ト
作
品

と
、
期
間
中
に
行
わ
れ
る
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
新
た
な
来
訪
客
を

招
き
入
れ
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
豊

か
な
自
然
や
祭
り
、
名
所
・
旧
跡
、

温
泉
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
ソ
バ
な
ど
に

触
れ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
地

域
の
魅
力
全
般
を
広
く
情
報
発
信
し
、

交
流
人
口
を
増
や
し
て
い
こ
う
と
い

う
大
き
な
取
り
組
み
で
す
。

◆
世
界
の
ト
ッ
プ
ア
ー

　
　
テ
ィ
ス
ト
が
参
加

　
世
界
31
か
国
・
1
4
4
名
の
ト
ッ

プ
ア
ー
テ
イ
ス
ト
が
参
加
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ア
ー
テ
イ
ス
ト
の
数
と

質
、
出
身
国
の
多
様
さ
、
広
い
範
囲

を
区
域
と
し
た
野
外
展
で
あ
る
こ
と

翁
劉…・

講

な
ど
で
、
国
際
的
に
も
最
大
規
模
の

芸
術
祭
と
な
り
ま
す
。

　
十
日
町
市
の
「
光
の
島
」
、
中
里
村

の
「
鳥
た
ち
の
家
」
な
ど
が
姿
を
現

わ
し
て
お
り
、
こ
の
夏
ま
で
に
は
大

半
の
作
品
が
完
成
し
ま
す
。

　
各
市
町
村
に
お
け
る
主
要
作
品
の

ポ
イ
ン
ト
は
次
の
場
所
で
す
。

◎
十
日
町
市

　
旧
十
月
町
シ
ル
ク
周
辺
、
十
日
町

　
情
報
館
周
辺

◎
川
西
町

　
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
か
ら
節

　
黒
城
跡
周
辺

◎
津
南
町

　
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南

◎
中
里
村

　
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
周
辺
、
国
道
3

　
5
3
号
沿
線

◎
松
代
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
に▲ジョディ・ピント（アメリカ）設計

　よる光の島（十日町情報館）

　
松
代
駅
か
ら
松
代
城
跡
周
辺
、
松
　
　
◎
松
之
山
町

　
代
商
店
街
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
厳
寺
高
原
、
美
人
林
周
辺

◆
ミ
オ
ン
駐
車
場
脇
に
ア
ー
ト
第
1
号
完
成
／

　
今
年
7
月
に
開
催
す
る
大
地
の
芸
術
祭
に
向
け
、
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
駐
車
場

脇
に
ス
ペ
イ
ン
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ジ
ャ
ウ
マ
・
プ
レ
ン
サ
氏
に
よ
る
ア
ー
ト
作

品
、
「
鳥
た
ち
の
家
」
が

完
成
し
ま
し
た
。
こ
の

作
品
は
、
高
さ
1
9
メ
ー

ト
ル
で
鉄
に
亜
鉛
メ
ッ

キ
を
ほ
ど
こ
し
た
柱
の

上
に
ス
テ
ン
レ
ス
製
の

鳥
た
ち
の
家
が
三
段
重

ね
に
な
っ
て
い
る
も
の

で
す
。

鐵

◆
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
を

　
　
展
開

　
期
間
中
に
8
回
あ
る
土
・
日
曜
日

を
中
心
に
し
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
展
開
し
ま
す
。
7
月
2
0
日
の
開
会

式
典
に
始
ま
り
、
ア
ー
テ
イ
ス
ト
に

よ
る
音
楽
・
、
劇
な
ど
の
パ
フ
ォ
」
マ

ン
ス
や
地
域
と
協
働
で
の
ワ
ー
ク
シ

ヨ
ッ
プ
、
ア
ー
ト
講
座
な
ど
の
ア
i
・

ト
イ
ベ
ン
ト
が
各
所
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
一
方
、
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
越
後
妻
有
の
自
然
を
背
景
と
し

た
「
地
球
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
、
6

市
町
村
主
要
ポ
イ
ン
ト
で
の
特
徴
あ

る
イ
ベ
ン
ト
、
人
を
呼
び
込
む
き
っ

か
け
と
な
る
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
集

客
力
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て

　
　
　
　
を
フ
イ
．
．
。
．
。
で
　
祭
）

ツ
だ
祭
ツ
や
転
の
　
術
7

ス
録
億
以
備
動
劇
　
期
2
6

製
、

、
灘
　
　
い
て
運
可
録

眺
誓
．
，
◆
．
毒
．
．
◆
亀
．
．
◆
毒
．
◆
．
讐
．
，
◆
．
邑
一
．
．
塗
冒
．
◆
、
一
署
．
、
◆
．
善
，
◆
亀
亨
▲
7
睾
，
◆
蚕
．
◎
直
軍
導
垂
”
．
▲
澤
凄

ゆ

・
　
／
●
て
し
の
＆
餐
』
藁
願
、

づ

。
フ
議
餓
羅

酔輔卿卿

ψ
タ
く
術
タ
助
運
ん
　
芸
3

◎

・
藩
聾
鄭
㌍
寧

ゆ
贈
騨
ヲ
　

面
ラ
作
の
で
さ
せ
E

◎

勲
　
　
　
場
ボ
◎
品
囲
だ
わ
（

鯉幽
鱒
雛
　
鰻
だ
ま
」

禰藪

一）1　ら））儲騨駒田懸峯　▲ジャウマ・プレンサ（スペイン）
　　　　　　　　　　　　　も

噛＿．◆帯＿．姻．窃．ψ＿＿．夢鞭馨覇　　　設計による鳥たちの家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
引

　
　
　
な
く
す
乍
範
く
ム
ロ
局
す
仲

　
　
　
　
　
　
　
　
な
て
い
務
ま
伸

　
　
　
様
た
、
い
営
能
し
問
事
し
伸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
い
障

璽
撚
叢
餐
驚
き
叢
妾
撃
謬
璽
；
議
多
亨
う
号
9
撃
全
；
季
t
し

お
り
、
9
月
1
0
日
に
は
閉
会
式
典
が

行
わ
れ
ま
す
。

轟
繋
顯
雛
磯

　
　
　
　
　
灘
韮
灘
覧
会

　
　
～
ジ
ュ
遷
理
部
門
1
～

▲津南町長賞　うしろの牛さんのんびりしてる

　（高橋あずささん・千手小学校）

▲松之山町長賞　お祭りの前日

　（殖栗かおりさん・中越高校）

▲まごころ賞　ネコの目

　（上村研二さん・上野小学校）

◆
問
合
せ
先

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
企
画

　
振
興
課
　
　
盈
5
7
1
2
6
3
7
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灘
園
登
場
の
灘
麗
難
羅
藤
ー
愚
羅

榛
『
灘
纏
購
磨
贔
鐵
護
鱗
驚
熱
惹
巻

捲
癒
犠
慧
越
磁
竃
鎌
難
藩
慧
幽
懇
撒
。

　
参
茄
載
難
護
懲
驚
瓢
識
蓬
得
。
噸

拳
踏
灘
掛
載
護
叢
懸
鐵
信
巻
捲
鞍
．

薗
糞
翻
騨
壁
幾
物
楼
誇
慰
還
愛
構
馨
欝

麹
驚
農
業
騰
励
織
餐
燃
馨
欝
辮
慧
轟
。

蓬
義
難
難
ぽ
盤
穫
難
る
蓬
麟
饗
癒
戴

施
鑑
楼
販
爺
繋
遍
叢
鰹
懸
農
蒙
礁
継

繍
憲
ぽ
爽
靭
糠
逡
還
縫
畿
懸
憾
諜
離
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
2
0
0
0
年
が
希
望
の

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
気
分
も
新
た

に
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
私
は
昭
和
6
0
年
に
「
農
村
女
性
リ

ー
ダ
ー
養
成
講
座
」
の
一
期
生
と
し

て
2
年
間
の
研
修
を
終
了
し
た
あ
と
、

「
中
里
村
農
家
の
く
ら
し
を
考
え
る

会
」
に
加
入
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

平
成
1
0
年
に
農
村
地
域
生
活
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
認
定
を
受
け
、
「
中
魚
沼
農

村
女
性
の
つ
ど
い
」
や
「
女
性
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
等
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
色
々
な
こ
と
を
学
び
、
多
く
の

人
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
員
の
親
睦
を
か
ね
て
実
施
す
る
視

察
研
修
会
は
、
毎
日
の
農
作
業
か
ら

開
放
さ
れ
、
農
業
と
い
う
同
じ
仕
事

を
す
る
女
性
同
士
と
い
う
こ
と
で
話

も
合
い
、
私
に
と
っ
て
は
命
の
洗
濯

と
も
言
え
る
楽
し
み
な
ひ
と
と
き
で

す
。
「
農
家
の
く
ら
し
を
考
え
る
会
」

の
活
動
と
し
て
実
施
し
た
雪
原
力
i

ニ
バ
ル
で
の
出
店
、
n
月
の
青
空
市

は
大
変
好
評
で
し
た
。

　
ま
た
多
く
の
方
の
講
演
や
体
験
談

を
聞
い
て
自
分
と
は
違
う
農
業
の
見

方
、
考
え
方
、
暮
し
方
に
驚
く
こ
と

も
多
く
あ
り
ま
す
。
何
よ
り
女
性
が

元
気
で
明
る
く
積
極
的
に
農
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
姿
は
と
て
も
刺
激
に

な
り
ま
す
。
1
2
月
に
「
津
南
町
農
村

女
性
の
つ
ど
い
」
に
参
加
し
た
際
、

中
里
村
と
は
農
業
に
対
す
る
考
え
方

が
あ
ま
り
に
も
違
う
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。
町
全
体
で
こ
れ
か
ら
の
農
業

の
こ
と
、
地
域
づ
く
り
の
こ
と
を
真

剣
に
考
え
、
農
家
の
女
性
も
自
分
達

の
地
位
向
上
を
目
指
し
て
一
生
懸
命

行
動
し
て
い
る
の
で
す
。
一
人
一
人

の
熱
意
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
村
外

へ
の
視
察
研
修
は
学
ぶ
こ
と
は
沢
山

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
真
似
す
る
こ

と
は
大
変
で
す
。
こ
の
地
域
に
合
う

も
の
、
自
分
に
出
来
る
こ
と
は
な
か

な
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
最
近
、
あ
ち
こ
ち
で
野
菜
の
直
売

所
が
人
気
が
あ
り
好
評
の
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
私
も
こ
れ
な
ら
出
来
る
か
な

と
思
い
、
2
年
前
か
ら
ラ
ピ
ー
ヌ
の

店
先
を
借
り
て
、
野
菜
の
販
売
を
始

め
て
み
ま
し
た
。
出
荷
す
る
人
参
や

ネ
ギ
な
ど
は
規
格
外
品
が
多
く
出
ま

す
。
そ
れ
と
自
家
用
野
菜
の
余
剰
分

を
袋
に
入
れ
て
売
り
ま
す
。
市
場
に

は
変
動
が
あ
り
、
時
に
は
出
荷
時
よ

り
安
く
売
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
春
か
ら
計
画
し
て
種
ま
き
を

し
た
つ
も
り
で
す
が
、
暑
い
夏
と
大

雨
等
で
思
う
よ
う
に
行
き
ま
せ
ん
で▲人参畑の消毒をする富井

新しいアドバイザーさんが
1人加わりました

認建蕪
幾　　麟

鱗の㈱
蕪齢 集落名

H4年 村山良子
（進　）

57歳 田　　沢

H5年 斎喜節子
（盛　隆〉

52歳 倉　　俣

H6年
富井ノリ子

（弘　明）
54歳 市之越

H7年 南雲昭子
（博　人）

55歳 堀之内

．H8年 樋口久枝
（利　治）

51歳 白羽毛

H9年
井之川和子

（勝　一）
54歳 如来寺

H10年 富井悦子
（勇　）

50歳 市之越

H11年
桑原あつ子

（直　幸）
48歳 田　　代

し
た
。
で
も
、
結
果
と
し
て
3
0
品
目

以
上
販
売
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で

満
足
し
て
い
ま
す
。
ラ
ピ
ー
ヌ
の
お

客
様
は
県
外
の
方
が
多
く
、
そ
れ
も

一
回
き
り
の
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
「
特

産
品
は
何
で
す
か
」
と
よ
く
聞
か
れ

ま
す
。
何
で
し
ょ
う
か
？
す
ぐ
答
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
は
「
こ
の

野
菜
は
新
鮮
で
安
く
安
全
で
す
よ
」

と
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
勧
め
て
い
ま

す
。
今
年
は
仲
間
も
多
く
な
り
、
品

数
も
増
え
ま
し
た
が
年
聞
を
通
し
て

の
品
物
が
あ
り
ま
せ
ん
。
中
里
村
だ

け
の
特
産
品
は
何
か
な
い
で
し
よ
う

か
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
ラ
ピ
ー

ヌ
に
寄
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
何
か
を
始
め
る
と
い
う
こ
と
は
大

変
な
勇
気
と
努
力
、
そ
れ
に
心
の
切

り
替
え
が
必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

ラ
ピ
ー
ヌ
の
方
々
の
力
を
借
り
て
、

野
菜
の
販
売
を
続
け
よ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
国
で
は
今
、
食
料
の
自
給
率
向
上

が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
私
は

多
く
の
種
類
の
野
菜
を
作
る
こ
と
で
、

せ
め
て
野
菜
だ
け
で
も
自
給
率
1
0

0
パ
ー
セ
ン
ト
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

お
店
に
売
っ
て
い
る
か
ら
食
べ
る
の

で
は
な
く
、
今
あ
る
物
を
旬
の
野
菜

と
決
め
て
工
夫
し
て
食
べ
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
に
は
食
料
不
足
に
な

る
そ
う
で
す
。
無
い
時
は
我
慢
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
れ
が
健
康
に

も
一
番
よ
い
と
思
う
か
ら
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
野
菜
に
加
え
て
薬
草
や
山

菜
も
試
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
冬
の
間
に
色
々
計
画
す
る
こ
と

も
楽
し
み
で
す
。
無
理
の
な
い
自
分

流
の
農
業
が
私
の
目
標
で
す
。
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パート皿健康寿命を延ばすために
健康寿命とは、心身ともに自立した活動的な状態で生きられる期間をいいます。

心の健康を取り戻すための生活習慣
　病気があってもいきいきと生活し、生命の輝きを感じる人もいれば、病気がなくても不健康な人もいます。健

康はその人の実感です。心に病をもっていたり、自分は健康だと確かに感じられなければ健康とはいえません。

　　　　　自然に親しむ
　車でドライブ、山登りやウォーキングなど、緑

の中、風を感じ、自然と一体になる爽快感で心の

リフレッシュをしよう。

　　　　心休まるものに親しむ

　健康になるために必要嶽のは、薬だけ餐はあり

ません。音楽や、芸術蔓趣味等、自分の心を安ら

かにしてくれるものを見つけましょう。

／｛、、〆”

　　　　　　人に親しむ
　心の重荷を人に聞いてもらうのも癒されますが、

介護が必要な人の世話をする、自分のもっている

知識や技術を教えてあげる、若い人達の伸間に入

るなどふれあう機会を巻つことが大切驚す。・軌
ゴ

医療費を大切に1
　高齢化が進み、慢性の病気が増えていることから医療費が年々増えています。国保の財政はますます苦しくな

ってきています。一人一人が健康管理につとめ、病気にならない事が医療費を大切にする早道です。

　病気の早期発見、早期治療は医療費抑制につながります。　　　　　　　　　　　　　　　　矯．

年に一度は必ず検診か人間ドッグを受1ナましょう・　　　　羅騨1講
◆齢京辱鷺霜織かか，っ，ナ医をもち、早め，．対応しまぎ警響翻，購珍

4
目
か
あ
“
び
ん
”
の
　
　
　
　
欝

　
　
　
　
　
分
別
㎎
集
が
は
び
ま
り
ま
す
・
簸

　
無
色
透
明
・
茶
色
・
そ
の
他
の
色
の
3
色
に
分
別
し
て
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
分
別
の
対
象
物

　
飲
料
用
び
ん
、
調
味
料
用
び
ん
、
く
ず
り
び
ん
．
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
用
び

ん
な
ど
の
飲
料
、
食
料
用
に
用
い
ら
れ
て
い
る
空
き
び
ん
が
対
象
餐
ず
．

☆
ビ
ー
ル
び
ん
、
一
升
び
ん
な
ど
販
売
店
で
引
き
取
っ
て
く
れ
る
も
の
は
出
さ

　
な
い
で
下
さ
い
。

☆
乳
白
色
ガ
ラ
ス
、
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
、
板
ガ
ラ
ス
、
ガ
ラ
ス
製
食
器
、
電

　
球
、
灰
皿
、
陶
磁
器
は
今
ま
で
ど
お
り
「
埋
立
て
ご
み
の
日
」
に
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。

◆
ガ
ラ
ス
び
ん
の
出
し
方

【
家
庭
で
は
】

☆
ふ
た
、
キ
ヤ
ッ
プ
は
必
ず
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

☆
金
属
製
の
ふ
た
・
キ
ャ
ッ
プ
は
「
空
き
缶
の
日
」
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
コ

　
ル
ク
等
の
可
燃
性
の
も
の
は
「
燃
え
る
ご
み
の
日
」
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
材
質
の
混
じ
り
合
っ
て
い
る
ふ
た
や
キ
ャ
ッ
プ
の
場
合
は
、

　
表
面
の
材
質
で
区
分
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
中
身
は
取
り
除
き
、
水
洗
い
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
ラ
ベ
ル
は
取
ら
な
く
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

【
集
積
場
所
（
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
で
は
】

☆
色
別
に
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
青
色
の
コ
ン
テ
ナ
に
は
ー
無
色
透
明
の
び
ん

　
黄
色
の
コ
ン
テ
ナ
に
は
ー
茶
色
の
び
為

　
緑
色
の
覇
ン
テ
ナ
催
は
峯
そ
の
他
の
色
の
び
ん

☆
「
無
色
透
明
」
・
「
茶
色
」
に
は
っ
き
り
区
別
出
来
な
い
物
は

　
「
そ
の
他
の
色
の
び
ん
」
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

☆
袋
か
ら
出
し
て
裸
の
ま
ま
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

☆
割
れ
た
び
ん
も
色
分
け
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
割
れ
た
び
ん
の
色
が
混
じ

　
っ
て
い
る
時
は
「
そ
の
他
の
色
の
び
ん
」
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

◆
次
回
は
、
び
ん
類
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
位
置
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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囹圃囹国
事
前
縫
、
懸
…
　

　
年
金
受
給
者
の
方
や
ザ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方

の
た
め
、
申
告
書
の
書
き
方
な
ど
の

還
付
相
談
会
を
左
記
に
よ
り
開
催
し

ま
す
。
確
定
申
告
期
間
中
は
、
各
相

談
会
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

是
非
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
会
場
に
お
出
か
け
の
際
は
、

左
記
の
書
類
を
必
ず
ご
持
参
の
う
え
、

相
談
時
間
内
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◆
目
時

　
2
月
3
日
水

　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
分

※
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
1
時
ま

で
は
昼
休
み
時
間
で
す
。

◆
会
場
　
中
里
村
役
場

　
　
　
　
　
　
　
3
階
第
4
会
議
室

◆
持
参
す
る
書
類

《
共
通
》

・
印
鑑

・
筆
記
用
具

・
計
算
器
具

・
預
貯
金
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
書

　
類《

年
金
受
給
者
の
方
》

・
年
金
の
源
泉
徴
収
票

・
年
金
以
外
の
収
入
が
あ
る
場
合
は

　
そ
の
所
得
金
額
の
わ
か
る
書
類

・
各
種
保
険
料
控
除
証
明
書

《
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
》

・
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

・
医
療
費
の
領
収
書
、
証
明
書

※
時
間
を
厳
守
願
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
先
　
十
日
町
税
務
署

　
　
　
　
　
　
盈
5
2
1
3
1
8
1

◆
日
時

　
1
月
2
7
日
困

　　◆◆◆※◆ク　◆　◆・…　　　r◆
お東申持参申募ツ東場清講工麦ビロレ子内午
客北込参加込集キ北所水師ツ入一1ツン供容前
　　　　　　　　　　　　グりフケジが様電みす費み定ン電　レ
セカ先る　多員グカ　イ

　ン㈱
Bタ十5
2
1
つ
」
1
0
7

日
町
営
業
所

　
先
生

㈱
十
日
町
営
業
所

ス
タ
ジ
オ
「
え
ぷ
ろ
ん
」

　
侶
名

数
の
場
合
は
抽
選

5
0
0
円

も
の
　
エ
プ
ロ
ン

サ
ラ
ダ

ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ

タ
ル
ト

喜
ぶ
洋
風
料
理
」

で
作
る
カ
ニ
ク
リ
ー
ム
コ

10

時
3
0
分
夕
午
後
1
時

聯繊家の韮役
岡村　海ちやん（・歳）⑫
充由・智子さん夫妻の長女（通り山）

海ちゃんはユーモールで遊ぶのが

大好きです。ボールや滑り台、キノ

コの家で楽しく遊んでいます。特に

滑り台が大好きで、豪快に頭から何

回も滑り降ります。また、お風呂に

入るのも好きで、いつもゆくらのお

風呂でパチャパチャと泳いでいます。

お母さんが鏡に向かって髪をとか

していると、隣でくしを持ってまね

をする、ちょっとオシャマな海ちゃ

ん。取材から帰る時には投げキッス

でバイバ論咳甕薫瞭ま惣た。

鞭翻灘　　　塗測用ください！　　　　　　　　　纏鰯翻
村では有能な人材を育成することを目的として、高等学校以上の学校入学者の皆さんに入学準備金及び奨

学金の貸付け事業を行っています。入学準備金・奨学金とも無利息で、しかも手続きは簡単です。希望され

る方は申請期間内に申込みください。

り
ー 　　　▲■■■■■F「甲

‘

◆申請期間　1月17日（月）～3月15日㈱

◆申込資格　村内に住所を有し、かつ、村税を滞納していないこと。

◆入学準備貸付金

区　　分 貸付金額 据置期間 返済期間

高　等　学　校 200，000円以内

1年 40か月以内高等専門学校
専　修　学　校

300，000円以内

大　　　　一学 400，000円以内

◆奨学貸付金

区　　分 貸付金額 貸付期間 据置期闇 返　済　期　間

高　等　学　校 10，000円
貸付け開始の月か

ら正規の修業期間

が終了する月まで

6か月間
貸付け期間の1．5倍に相当する

期間内

高等専門学校
専　修　学　校

20，000円

大　　　　　学 30，000円

◆申込み・問合せ先　中里村教育委員会　学校教育課　　盈63－4460・4478
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騒灘圏圏

痴
果
相
談
饗
開
催

　
十
日
町
保
健
所
で
は
、
痴
呆
性
老

人
の
介
護
を
し
て
い
る
介
護
者
を
対

象
に
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
困

り
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
目
時

　
2
月
1
日
吹

　
午
後
2
時
～
4
時

※
午
後
1
時
3
0
分
か
ら
受
付

◆
会
場
　
十
日
町
保
健
所

◆
内
容

　
精
神
科
医
に
よ
る
個
別
相
談

◆
医
師

　
中
条
第
二
病
院
　
須
賀
院
長

◆
費
用
　
無
料

◆
申
込
締
切

　
1
月
2
6
日
困

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
十
日
町
保
健
所
　
保
健
指
導
係

　
　
　
　
　
　
盈
5
7
1
2
4
0
0

◆
任
用
期
間
　
平
成
1
2
年
4
月
1
旧
～
平
成
1
3
年
3
月
31
日

※
8
月
の
ー
か
月
間
は
休
み
に
な
り
ま
す
。

◆
勤
務
場
所

◆
募
集
人
数

◆
職
　
　
種

◆
勤
務
時
間

◆
申
込
締
切

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

田
沢
小
学
校

女
子
　
1
名
（
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

特
殊
学
級
助
手
（
児
童
の
介
助
）

学
校
に
準
ず
る

2
月
1
0
日
㈲

　
　
　
　
中
里
村
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課

　
　
　
　
盈
6
3
1
4
4
6
0
・
4
4
7
8

2
0
0
0
年
世
界
農
林
業
セ
ン
勤
ス
繋
施

　
～
セ
ン
サ
ス
を
活
か
し
て
築
く
新
世
維
糞

　
農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
1
2
年
2
月
1
日
に
讐
盤
◎
◎
O

隼
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
鉱
を
実
施
し
叢
ず
。
農
林
業
セ
ン

サ
ス
は
、
我
が
国
の
農
林
業
の
実
態
を
鯛
ら
か
磁
灘
巻
最
も

塞
本
駒
な
調
査
で
す
。
調
査
員
が
お
持
ち
す
る
調
養
票
催
農

林
業
の
経
営
状
況
な
ど
を
認
入
し
て
頂
巻
蝶
ず
の
癒
、
農
林

薬
関
係
の
皆
様
方
の
ゼ
理
解
、
ぎ
協
力
巻
お
願
騨
爆
叢
醗
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
林
氷
産
省
・
騨
塁
村

◆募集締切　3月10日團

　※定員になり次第締切り。5月以降のコースは開始の2週間前が締切り。

◆受付時間　午前8時30分～午後5時　※但し、土曜、日曜、祝祭日を除く

◆必要書類　・入校申込書（訓練校にあります。印鑑必要。）

　　　　　　・写真1枚（免許証用程度の大きさ）

◆申込み・問合せ先　〒948－0003十日町市大字新座甲281番地1

　　　　　　　　　　十日町市高等職業訓練校　盈52－3803

科　　　目 定員 期　　間 時　　間 経　　　費

建築製図科 15人
　6か月
（4月～9月）

19＝00～21＝00

週3～5回

授業料（全期分）63，000円

テキスト代　7，500円

コンピュータ科 15人
　6か月
（4月～9月）

18：45～21＝00

週2回
授業料（全期分）89，000円

テキスト代　13，000円

ワープロ科

8人 4月コース
19＝00～21＝00

週2回
授業料（全期分）25，000円

テキスト代　3，200円
8人 6月コース
8人 9月コース

表　計　算　科

8人 4月コース
19＝00～21＝00

週2回
授業料（全期分）25，000円

テキスト代　4，800円
8人 6月コース
8人 10月コース

経理事務科 10人
　8か月
（4月～11月）

19：00～21＝00

週2回
授業料（全期分）57，000円

テキスト代　3，000円

測　　量　　科 15人
　3か月
（5月～7月）

19＝00～21＝00

週2回
授業料（全期分）49，000円

テキスト代　1，500円

建　　築　　科 10人
　3日間
（13年2月上旬）

9＝00～16＝00
授業料（全期分）15，000円

テキスト代　2，500円

鑛灘欝

　　　響劉灘

繍｛船木伊蜘干溝

徽｛羽鳥吏香士｝本屋敷

隔｛羽鳥辮｝本屋敷

　　　鐵魑
倉俣
津南町

｛島　田和弘
中澤さゆり

讐
中

　
　
　
　
宮

摺
鋤

　
　
　
　
σ

　
　
　
　
松

　
　
　
　
常

　
　
　
　
田

　
　
　
　
山

村山富治（77）東田沢

俣
　
間
　
山
　
沢

島田真吾（39）倉

山田壽治（90）角

吉楽貞治（67）上

井ノ川キヨ（71）田

村山フク（90）七川荘
※掲載を希望しない方は届け出の際に

　申し出てください。

今月の納税と振替日

■村　県　民　税　　q月鋭日）

田園保税（謡月3掴）
■国民年金　（講月25日）

■保育料個月3幅）
■土下水道料　（可月25日）

●交通事故件数　　　　　　31件

●死　　　者　　　　　1人

●傷　　　者　　　　35人

●死亡事故　　 167日

平成／2年／月／0日広報なかさ’と15



新潟県司法書士会では、毎年2月の1か月間を「相続登記は

お済みですか月間」と定め、相続登記についての無料相談を実

施しています。

親が亡くなり、土地や家屋などを相続しても登記はつい忘れ

がちです。相続登記は何時までにしなければならないとの定め

はありませんが、時間が経過すると相続人が続けて死亡したり

して、相続関係者が増えたり、書類の取り揃えなどが複雑にな

りがちです。また、最近は国民の権利意識の高揚、核家族化や

住宅事情などによる老後の扶養に関しての感情のもつれ等から、

相続についてトラブルや障害の発生が増加傾向にあります。、

相続が生じた後、すばやく対応するとともに、遺言等、事前

の手当も重要な時代になってきました。この機会に最寄りの司

法書士事務所へお気軽にご相談

ください。　　　　　　　　　　　　　　「・　　　　　　《殉

また、毎週水曜日の午後1時　　　　　　　　　　　》

　　　　　　　　　　　　　　マリ　ミ　　　イワヂ30分から4時まで、新潟県司法　　　　　　　　　臆　画《『

書士会館（新潟市古町通十三番　　　　　　　　　　　そ、蹴

町）でもご相談に応じています。　’｛

◆詳しくは、新潟県司法書士会

盈025－228－1589へ

公庫の住宅ローンの返済でお困りの方、返済負担を大きく軽

減することが可能な場合がありますのでご相談ください。

詳しくは、ご返済中の金融機関または住宅金融公庫北関東支

店（EO27－232－6656）までお問合せください。
平成13年3月末日まで受付けます。

1／16 川西町診療所宥、18詳蹄

謡　1／16 津南病院襯5試謝
▼

）
一
　 1／23

葭

田中外科医院響箭謝

1／30 ①山口医院響論1謬

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦
2

0
0
0
年
間
題
が
騒
が
れ
ま
し
た
が
、

特
に
大
き
な
問
題
も
な
く
無
事
に
新

年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
も
う
す
ぐ
小
正
月
を
迎
え
ま
す
が
、

小
正
月
と
い
う
と
、
か
ま
く
ら
を
思

い
出
し
ま
す
。
雪
を
積
み
上
げ
な
が

ら
、
そ
の
上
で
相
撲
を
し
た
り
、
落

と
し
穴
を
掘
っ
て
友
達
を
落
と
し
た

り
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
も
の
で
す
。

　
今
年
も
一
年
、
取
材
に
駆
け
ず
り

回
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
何
か
耳
寄

り
な
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
広
報
マ

ン
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　1月15目～2月5目
　　　　　ぐカレンター

15㈲

16（日〉

ドーム中里き☆らoら定期投影　合ユ‘モ
ー辺し　　（⊃／1二〇〇～11二40

村民スキー教室　合上越国際清津スキー場『

　08二30～

17（月）

18㈹
遊びの教室　合総合センター
09二30～／0二〇〇受付

19㈱
補聴器相談（リオン）　合役場

（D13：45～／4二〇〇

20休）

21囲
心配ごと相談（樋□虎治郎）合ディサービ

スセンター　013二30～／6二〇〇

22仕） ミュージック・プラネ　合ユーモール

016二〇〇～

23（日）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ーノレ　　⊂）／1：00～11二40

村民スキー教室　合上越国際清津スキー場

08二30～

24（月） 補聴器相談（キコエ）　合役場

015二30～／6：00

25㈹

26㈱

27㈱

28囲

心配ごと相談（南雲勝男）　合ディサービス

tzンター　0／3二30～／6二〇〇

行政相談　合老人福祉センター
0／3：30～16二〇〇

29㈲

30（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ーノし　　（：）11：00～／1二40

31（月）

1㈹

2㈱

3休）

4囲
心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービスi

セ：ンター　013二30～16：00

5仕）

　　灘難灘講繕繕懸鍵鑛襲繰購鱗鍵雛鍛灘懸i灘灘叢

　　　　　　　　灘瀬鑛檬鐵糞繊
憲　　繊

　　　12月末現在（）は前月比

●人’ロ　　男　3，283人（±O）

　　　女3，290人（十3）
　　　計6，573人（十3）
●世帯数　　　　1，707　（一2）
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